




　現在まで報告されている T4 の enzyme immunoassay(EIA)は、EMIT system の

ように濾紙血液 T4 を測定することはできない。そこで我々は新しく二抗体 T4

EIA を開発した。血清 100μl または、濾紙血液スポット(9mm 径)から、ethano1

抽出を行なった後、抗 T4-BSA(carbodiimide 法)血清、alkaline phosphatase

標識 T，(glutaraldehyde 法)を用いた heterologons EIA で、BF 分離は二抗体

法、酵素活性は Kind-king 変法を用いている。1-32μg/dl の標準血情または

濾紙血液て検量線が得られ、(図表 3)血清に関する測定の変動係数は 5.9-7.3％

(日内)7.0～12.6%(日差)、RIA との相関係数は r=0.98 であった。実用化には

なお改良を要するが有望な方法と思われる。


